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序

本考古学研究室は、沖縄県伊江島のナガラ原東貝塚において1998年から計

8年(1998～2002年、 2009～2011年）にわたって発掘調査を実施してきた。

2011年の調査では発掘区の最も下の包含層を掘りあげて基盤層に達し、 5～

7世紀における伊江島の人々の生業と交易の実態を明らかにするという所期

の目的もおおむね達成できたので、一連の調査にピ'ノオドをうつことにした。

足かけ13年の発掘調査で教えられたことは多い。連続する砂の堆積層から

は、その形成過程を読み取ることの難しさを教えられた。各層の堆積過程は

それぞれに違っているので、堆積学者や生物学者の示唆に富んだご教示にし

ばしば助けてもらった。地層が堆積した後にも層内には頻繁な根成孔隙によ

る撹乱が形成されていたし、反対に撹乱層だと捨ておいた層にも本来の堆積

が残っていた。貝類学者にヒントをもらってシャコガイの合弁関係から生活

面を特定できたことや、立位のシャコガイから柱穴を予測できたことは愉快

な出来事だった。

次に教えられたのは学生とのかかわり方である。学生たち－とくに考古学

に接して間もない学部学生は欲のない目で遺物をみる。この視点が土器の分

類に生かされて、造形の時系列的な変化を引き出すことができた。学生を信

頼して任せることの大事さを改めて学んだが、反対に気を許しすぎると思わ

ぬ不注意につながり、地元の皆様にご迷惑をかける結果ともなりかねない。

この兼ね合いがほんとうに難しい。

調査期間中常に意識させられたのは、歴史にかかわる者ならば避けて通れ

ない伊江島の現代史である。 1944年の飛行場建設、翌年の地上戦と米軍によ

る占領、島人の慶良間への強制移住、帰島後も続く米軍の占領と島人の犠牲一

伊江島の現実に考古学は何をなしえるのだろう。

今年も多くの方々に支えていただいた。遺跡の地権者である安里誠夫さん、

玉城盛一さん、伊江村教育委員会の教育委員長・宮城孝雄さん、教育長・名

城政英さん、主査・山城直也さん、川平区公民館長の金城雅人さん、賄いを

お引き受けいただいた内間京子さん、西江徳子さん、窮時にいつも手を差し

延べてくださった山城康男さんほか伊江島の皆様に御礼を申し上げます。沖

縄県埋蔵文化財センターには物心両面で多くのご支援を賜った。学生ととも

に深い感謝の念を表します。
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